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東京急行電鉄株式会社 

 

 当社は、オーストラリア・西豪州の州立大学である「Ｅｄｉｔｈ Ｃｏｗａｎ Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ」（以下、「ＥＣＵ」）と、西豪州

最大の都市であるパースの北西約５０ｋｍに所在するヤンチェップ地区（以下、「当地区」）において、当社が検

討を進める「インターナショナルキャンパスシティ構想」に進出する大学（教育機関）の候補先の一つとして、具

体の検討を共同で推進することに合意し、本日西豪州現地にて調印式を開催し、当社、ＥＣＵ、および候補先

土地所有者である雇用促進合弁事業（以下、「同事業」）の三者間で基本合意書に調印しました。 

 

 「インターナショナルキャンパスシティ構想」は、世界中の学生がこの地に集い、当地区に相応しい「環境」「エ

ネルギー」「健康・医療」「街づくり」等の分野を学び、研究すると共に、共同生活を送ることで国際感覚を身に付

ける場を提供するものです。また、地域住民や企業との交流を通して、新しい技術の開発はもとより、人々が学

び、働き、持続的に成長できる街づくりの核として機能することをめざすものです。 

 

 当地区は、１９７４年に当社が土地を取得して以降、西豪州政府と開発に関する協議を進めてきました。２０１

１年に地域開発計画（ＤＳＰ）が認可されたことを受け、同年、当地区内の同事業エリアにおいて地区開発計画

（ＬＳＰ）が認可されました。同事業では、雇用ならびに定住人口の創出、教育・健康・環境等の機能創出に向け

た街づくりに着手しようとしています。なお、鉄道整備については、 ２０２０年までに当地区までの延伸が予定

されており、延伸後はパース中心部との交通利便性が格段に向上します。 

 

同事業のうち教育機能の創出においては、これまで当社が（当社）沿線で培ってきた学校誘致ノウハウを生

かすとともに、本日基本合意書に調印したＥＣＵを始めとして、世界各国から当地区に進出する各大学・教育機

関の協力により、インターナショナルキャンパスシティ構想の実現に向けて具体の検討を推進していきます。 

 

 「ヤンチェップ地区」「ヤンチェップ地区における行政手続に関わるこれまでの経緯」「Ｅｄｉｔｈ Ｃｏｗａｎ Ｕｎｉｖｅｒ

ｓｉｔｙ」「雇用促進合弁事業」および「インターナショナルキャンパスシティ構想」の詳細は別紙の通りです。 

以 上 

 

 

 

 

 

 

 

 

オーストラリア 西豪州最大の都市・パースの近郊「ヤンチェップ地区」において 

世界に通じる人材を育成する「インターナショナルキャンパスシティ構想」が始動 

～西豪州・州立大学 Edith Cowan University との間で基本合意書を締結～ 



別 紙 

■「ヤンチェップ地区」概要 

当社は、不動産開発を目的として、人口増加が続く西豪州最大の都市・パースから北西に約５０㎞の海岸

沿いに位置するヤンチェップ地区に土地を保有しています。 

当社１００％子会社（ヤンチェップ・サン・シティ社）を通じてこれまでマリーナ業や宿泊業等を行ってきまし

たが、２００４年度より一部土地において、当社１００％子会社（ヤンチェップ・サン・シティ社、およびセント・ア

ンドリュース・プライベート・エステート社）と外部資本との合弁で宅地開発事業や雇用促進事業等を行ってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・西 オーストラリア州：面積２，５３１，５６３．７平方キロ（全豪州の約 1／３、日本の約７倍)、 

人口２２４万人（２０１１．１２） 

・パース首都圏：面積５，３８６平方キロ（※千葉県５，１５６平方キロ）、人口１７３万人（２０１１．１２） 

・日本との時差：－１時間 

 

・ヤンチェップ地区 開発対象面積：約７，２００ｈａ（販売済み区画含む） 

※うち、当社及び子会社所有：約２，１００ｈａ（２０１２．３） 

将来人口計画：定住人口１５万人、就業人口５万５千人 

 

 



■ヤンチェップ地区における行政手続に関するこれまでの経緯 

  １９９５年  西豪州政府と当社間にて基本合意書締結 

  １９９６年  パース首都圏都市計画（ＭＲＳ）が制定 

  １９９９年  当社が西豪州政府ならびにワネルー市と戦略的協調合意書（ＳＣＡ）を締結 

         → ５５，０００戸の住宅、１５万人の定住人口、５５，０００人の雇用創出のビジョン共有 

  ２００２年  連邦政府より、大規模プロジェクト指定（ＭＰＦ） 

         →豪州に長期的なメリットをもたらすと通産大臣が認定 

  ２０１０年  西豪州政府 長期開発ビジョン「Ｄｉｒｅｃｔｉｏｎｓ ２０３１ ａｎｄ ｂｅｙｏｎｄ」が制定 

         →ヤンチェップが、パースに次ぐ戦略的都市センターとして位置づけ 

  ２０１１年  地域開発計画（ＤＳＰ）が認可 

 

 

  ２０１１年  上記のヤンチェップ上位計画に基づき、雇用促進合弁事業エリアに地区開発計画 

         （ＬＳＰ）が認可 

 

 



■「Ｅｄｉｔｈ Ｃｏｗａｎ Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ」概要 http://www.ecu.edu.au/ 

１９０２年設立の教員養成学校を源流とし、１９９１年に総合大学の認定を受けたパース所在の州立大学

です。大学名称はオーストラリア議会初の女性議員であるＥｄｉｔｈ Ｃｏｗａｎ氏に由来しています。 

国内外で評価の高い西豪州舞台芸術アカデミー（ＷＡＡＰＡ）を併設し、看護学部や薬学部は西豪州で最

大のプログラム数を誇ります。また教育学部は中等教育の専門分野が西豪州で最も広く、ＩＴやビジネスに対

する評価も高く、実践的な専門職の育成においてオーストラリアで最も進んだ大学の一つと評されています。 

２０１２年１月Ｔｉｍｅｓ Ｈｉｇｈｅｒ Ｅｄｕｃａｔｉｏｎが選ぶ創立５０年以内のトップ１００大学に選出されています。

同大学は総合大学認定から２０年程度でのランクインとなりました。学内にあるクリニックを地域住民が利用

できるようにしているなど周囲のコミュニティと関わりを持つ意識が高く、日本では姫路独協大学、関西外国

語大学、神戸親和女子大学、甲南大学、京都産業大学と提携関係があります。 

 大学名 ： Ｅｄｉｔｈ Ｃｏｗａｎ Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ（エディス・コーワン大学／略称：ＥＣＵ） 

 代表者 ： Ｐｒｏｆｅｓｓｏｒ Ｋｅｒｒｙ Ｏ． Ｃｏｘ， Ｖｉｃｅ－Ｃｈａｎｃｅｌｌｏｒ and Ｐｒesident（ケリー・Ｏ・コックス） 

 設 立 ： １９９１年 

 学生数 ： 約２７，０００人（学部・大学院合計。うち留学生：５，５００人（世界７０カ国）） 

 本部所在地 ： ２７０ Ｊｏｏｎｄａｌｕｐ Ｄｒｉｖｅ， Ｊｏｏｎｄａｌｕｐ ＷＡ ６０２７， Ａｕｓｔｒａｌｉａ 

（※Ｊｏｏｎｄａｌｕｐキャンパス内に本部設置（ヤンチェップ地区から南に約２５ｋｍ）） 

 キャンパス ： ３箇所（Ｊｏｏｎｄａｌｕｐ， Ｍｏｕｔ Ｌａｗｌｅｙ， Ｂｕｎｂｕｒｙ） 

 専門分野 ： ４学部（Ｂｕｓｉｎｅｓｓ ａｎｄ Ｌａｗ、 Ｃｏｍｐｕｔｉｎｇ， Ｈｅａｌｔｈ ａｎｄ Ｓｃｉｅｎｃｅ、 

Ｅｄｕｃａｔｉｏｎ ａｎｄ Ａｒｔｓ、 Ｒｅｇｉｏｎａｌ Ｐｒｏｆｅｓｓｉｏｎａｌ Ｓｔｕｄｉｅｓ） 

 

■「雇用促進合弁事業（Ｙａｎｃｈｅｐ Ｂｅａｃｈ Ｊｏｉｎｔ Ｖｅｎｔｕｒｅ）」概要 http://www.yanchepbeach.com.au/  

 雇用促進合弁事業は２００６年に事業開始し、当社の１００％子会社であるセントアンドリュース・プライベー

ト・エステート社とシンガポール系不動産事業会社であるオリオン社より各５０％の出資によって構成されて

います。 

２０１１年に同事業エリアにおいて地区開発計画（ＬＳＰ）が認可され、同計画に定められた商業・オフィス

の高密度な集積をはじめ、雇用ならびに定住人口の創出、教育・健康・環境等の機能創出を図るべく「Ｃｌｅａ

ｎ Ｇｒｅｅｎ Ｓｕｓｔａｉｎａｂｌｅ」をコンセプトとする街づくりを推進しています。 

 事業名 ： Ｙａｎｃｈｅｐ Ｂｅａｃｈ Ｊｏｉｎｔ Ｖｅｎｔｕｒｅ（ＹＢＪＶ／ワイ・ビー・ジェー・ブイ） 

 代表者 ： Ｍｒ Ａｎｇ Ｋｏｏｎ Ｓａｎ， Chairman（アン・クン・サン） 

 所在地 ： Ｌｅｖｅｌ ４， Ｓｔ Ｇｅｏｒｇｅｓ Ｓｑｕａｒｅ， ２２５ Ｓｔ Ｇｅｏｒｇｅｓ Ｔｅｒｒａｃｅ， Ｐｅｒｔｈ ＷＡ ６０００， 

 Ａｕｓｔｒａｌｉａ 

 事業開始 ： ２００６年 

 出資比率 ： Ｓｔ Ａｎｄｒｅｗｓ Ｐｒｉｖａｔｅ Ｅｓｔａｔｅ社（略称：ＳＰＥ、当社１００％子会社） ：５０％ 

Ｎｅｗ Ｏｒｉｏｎ Ｐｒｉｖａｔｅ Ｉｎｖｅｓｔ社（略称：ＮＯＩ、シンガポール系企業）：５０％ 

 



■インターナショナルキャンパスシティ構想 

ヤンチェップ地区・雇用促進合弁事業エリアにおける教育機能創出の具体的な取組として、世界各国の大

学のサテライトキャンパスを誘致し、世界中から集まった学生たちがお互いの文化や国際感覚を学ぶ場とし

てのインターナショナルキャンパスシティを整備します。 

これにより、ヤンチェップ地区の国際ブランドを醸成するとともに、市街化の波に先立つ人口集積と雇用創

出の起爆剤として推進し、当社事業価値の更なる向上を図ります。 

２０１４年度以降に順次開校し、ヤンチェップ地区への鉄道延伸に合わせて２０２０年度の完成を目指しま

す。 

＜コンセプト＞ 

『世界中の大学のサテライトキャンパスがこの地に集積する』 

 ○様々なバックグラウンド、カルチャーをもった学生達が各校のサテライトキャンパスに集まり、共同生活

を送り、他国の文化や国際感覚を学ぶ。 

 ○世界中から集まった学生達が、「環境」「エネルギー」「健康・医療」「街づくり」等、ヤンチェップ地区に

相応しい分野を学び、研究する。 

 

（キャンパスシティ全体図・イメージ） 
 

  

（中庭・イメージ） （共用スペース・イメージ） 

※上記イメージはいずれも現時点の計画であり、今後の検討等により変更する可能性があります。 

以上 


